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明
治
三
十
九
年
荘
田
平
五
郎（
三
菱
長
崎
造
船
所
長
）

退
任
に
お
け
る
長
崎
市
有
志
者
贈
呈

《
鼈
甲
製
写
真
画
帖
》
に
つ
い
て

─
明
治
四
十
年
長
崎
行
啓
に
お
け
る
献
上
写
真
画
帖
と
の
比
較

姫
野
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一
、
は
じ
め
に

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
度
、
文
部
科
学
省
の
大
型
設
備
補
助
事
業
（
図
書
）
に
よ
り
、
長

崎
外
国
語
大
学
は
秋
田
の
古
書
店
か
ら
《
鼈
甲
製
写
真
画
帖
》（
図
1
、
以
下
荘
田
帖
）
を
入
手

し
た
。
表
紙
に
は
「
贈
呈
荘
田
君　

長
崎
（
市
）（
註
1
）
有
志
者
」
と
黒
甲
の
文
字
が
貼
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
写
真
画
帖
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
十
二
月
に
三
菱
長
崎
造
船

所
を
退
任
し
た
、
荘し

ょ
う

田だ

平
五
郎
所
長
へ
の
長
崎
市
民
か
ら
の
贈
呈
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
に
類
似
す
る
《
鼈
甲
製
写
真
画
帖
》（
図
2
、
以
下
献
上
帖
、
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
）
が
、

明
治
四
十
年
十
月
に
長
崎
に
行
啓
し
た
皇
太
子
嘉
仁
親
王
（
後
の
大
正
天
皇
）
に
献
上
さ
れ
て
い

る
。
両
帖
は
鼈
甲
細
工
が
二
枝
鼈
甲
店
で
施
さ
れ
、
写
真
撮
影
と
調
整
は
竹
下
写
真
館
が
実
施
し

た
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
荘
田
帖
の
外
箱
の
底
面
に
貼
ら
れ
た
二
枝
鼈
甲
店
の
ラ
ベ
ル
（
図
4
）

に
は
、
上
部
中
央
に
、
一
九
〇
六
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
ミ
ラ
ノ

万
国
博
覧
会
の
金
メ
ダ
ル
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
註
2
）。
こ
れ
に
よ
り
荘
田
帖
の
製
作
は
、
荘
田
が

長
崎
か
ら
離
任
す
る
直
前
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
献
上
帖
は
そ
の
十
カ
月
後
の
明
治
四
十
年

十
月
二
日
頃
に
発
注
さ
れ
、
二
十
五
日
に
献
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
写
真
史
の
研
究
上
、

製
作
年
時
が
明
ら
か
で
、
連
続
し
て
い
る
が
独
立
す
る
重
複
ア
ル
バ
ム
の
存
在
は
稀
少
で
あ
る
。

　

両
帖
と
も
、
日
露
戦
争
（
明
治
三
十
七
～
三
十
八
年
）
時
代
の
長
崎
を
撮
影
し
、
約
六
十
枚
の

写
真
を
収
載
し
て
い
る
。

　

献
上
帖
の
製
作
経
緯
と
収
載
写
真
の
資
料
的
意
義
は
、
同
時
に
皇
太
子
に
献
上
さ
れ
た
《
長
崎

水
産
共
進
会
写
真
帖
》（
宮
崎
寛
治
郎
撮
影
、
註
3
）
と
と
も
に
、
本
誌
第
二
十
号
で
木
下
（
木

谷
）
知
香
論
文
が
分
析
し
て
い
る
（
註
4
）。
本
稿
は
こ
れ
を
補
い
、
製
作
者
が
同
じ
で
あ
る
献
上

帖
と
荘
田
帖
の
製
作
過
程
、
撮
影
者
、
写
真
選
択
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
両
帖
の
資
料
的
価
値

を
考
察
す
る
。

二
、
荘
田
平
五
郎
旧
蔵
《
鼈
甲
製
写
真
画
帖
》

　
外
箱
は
木
製
で
、
外
装
に
青
色
の
ビ
ロ
ー
ド
布
が
張
ら
れ
て
い
る
（
図
3
）
の
は
両
帖
に
共
通
し

て
い
る
。
荘
田
帖
外
箱
の
底
面
の
二
枝
鼈
甲
店
の
ラ
ベ
ル
は
店
の
英
文
に
よ
る
広
告
で
あ
る
（
図
4
）。　

明
治
三
十
九
年
荘
田
平
五
郎
（
三
菱
長
崎
造
船
所
長
）
退
任
に
お
け
る
長
崎
市
有
志
者
贈
呈
《
鼈
甲
製
写
真
画
帖
》
に
つ
い
て

─
明
治
四
十
年
長
崎
行
啓
に
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一

図1　荘田平五郎旧蔵《鼈甲製写真画帖》

図2　皇太子に献上された《鼈甲製写真画帖》

図3　外箱に収納された荘田帖

図4　外箱の底面に貼られた二枝鼈甲店のラベル
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荘
田
帖
の
表
紙
・
裏
表
紙
・
背
・
留
め
具
に
は
黒
甲

が
用
い
ら
れ
、
表
紙
の
中
央
は
よ
り
高
価
な
透
明
の

白
甲
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
部
中
央
に
荘
田
家
の

家
紋
で
あ
る
「
茶
の
実
」
が
白
甲
で
貼
ら
れ
、
そ
の
周

り
の
上
下
に
黒
甲
の
茶
の
葉
文
様
を
透
か
し
て
張
り

付
け
て
い
る
（
註
5
）。
荘
田
帖
の
法
量
は
縦
二
七・三

×
横
三
六・五
×
高
さ
七・〇
㎝
で
、
献
上
帖
よ
り
若
干

薄
い
（
註
6
）。
ア
ル
バ
ム
台
紙
は
写
真
を
挟
み
込
め
る

よ
う
に
二
重
と
な
っ
て
い
て
、
形
状
お
よ
び
枚
数
は

十
二
枚
で
献
上
帖
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
帖
の
の

ど
や
三
方
な
ど
は
黒
の
絹
地
に
亀
甲
文
様
八
葉
菊
紋

の
金
襴
が
飾
ら
れ
て
い
る
（
図
5
、
註
7
）。
収
録
写
真
は
両
帖
と
も
、
ア
ル
バ
ム
台
紙
に
空
け
ら

れ
た
a
：
上
縁
が
曲
線
の
四
角
形
大
二
枚
分
（
図
6
─
1
）、
b
：
楕
円
形
大
二
枚
分
（
図
6
─

2
）、
c
：
上
縁
が
曲
線
の
四
角
形
小
六
枚
分
（
図
6
─
3
）、
d
：
楕
円
形
小
六
枚
分
（
図
6
─

4
）
の
窓
枠
に
嵌
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
二
つ
の
写
真
画
帖
は
双
子
の
ペ
ア
ー
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ル
バ
ム
台
紙
の
形
状
と
枚
数
は
両
帖
で
同
じ
だ
が
、
献
上
帖
の
六
十
四
枚
の
写
真
す
べ
て
は

厚
紙
灰
色
台
紙
付
き
縦
型
写
真
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
献
上
帖
の
写
真
に
は
裏
面
に
息
子
の
竹
下

佳
行
の
ゴ
ム
印
（
図
7
）
と
、
父
佳
治
が
使
っ
た
ゴ
ム
印
（
図
8
）
の
二
種
が
押
し
分
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
撮
影
者
が
二
人
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
重
要
な
情
報
と
思
わ
れ
る
（
註
8
）。

　
こ
れ
に
対
し
て
荘
田
帖
の
収
載
写
真
六
十
一
枚
（
三
枚
窓
枠
か
ら
紛
失
）
の
形
状
は
バ
ラ
バ
ラ

で
、
A
：
手
札
版
・
灰
色
厚
紙
台
紙
ロ
ゴ
入
り
（
二
枝
鼈
甲
店
の
商
品
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
写
真
・
裏

面
に
二
枝
鼈
甲
店
の
ゴ
ム
印
有
、
図
9
）
一
枚
、
B
：
手
札
版
・
白
色
金
縁
厚
紙
台
紙
・
ロ
ゴ
な

し
十
七
枚
、
C
：
手
札
版
・
白
色
斑
点
入
り
薄
紙
台
紙
・
ロ
ゴ
な
し
十
九
枚
、
D
：
名
刺
版
・
灰

色
厚
紙
台
紙
・
ロ
ゴ
入
り
十
二
枚
、
E
：
名
刺
版
・
白
色
薄
紙
台
紙
・
ロ
ゴ
な
し
十
二
枚
の
五
種

類
が
見
分
け
ら
れ
る
。

　

荘
田
帖
の
撮
影
対
象
は
献
上
帖
と
同
じ
く
長
崎
市
街
及
び
そ
の
郊
外
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
被

写
体
は
名
勝
風
景
や
神
社
仏
閣
お
よ
び
近
代
的
な
建
築
物
、
記
念
碑
、
公
園
、
遊
郭
、
造
船
所
、

港
湾
な
ど
で
あ
る
。
内
容
は
洋
風
化
と
工
業
化
が
進
む
「
長
崎
」
を
切
り
取
っ
て
い
る
（
註
9
）。

　

洋
風
の
象
徴
は
長
崎
県
庁
、
交
親
館
（
県
議
事
院
兼
外
賓
接
待
所
）、
警
察
署
、
郵
便
局
、
監

獄
、
医
学
校
、
急
行
列
車
、
商
品
陳
列
館
、
大
浦
の
フ
ラ
ン
ス
ホ
テ
ル
、
長
崎
港
の
汽
船
、
茂
木

桟
橋
、
茂
木
ホ
テ
ル
な
ど
で
あ
る
。
工
業
化
の
シ
ン
ボ
ル
は
拡
張
期
の
長
崎
造
船
所
で
あ
る
。
市

民
の
憩
場
は
諏
訪
公
園
と
桜
の
名
所
中
川
カ
ル
ル
ス
で
あ
っ
た
。
遊
郭
か
ら
貸
座
敷
に
変
貌
し
た

丸
山
、
寄
合
、
出
雲
の
花
街
、
変
容
す
る
出
島
や
新
地
、
蛍
茶
屋
も
写
さ
れ
て
い
る
。
古
い
た
た

図6　荘田帖のアルバム台紙の型

図6–2

図6–4

図6–1

図6–3

図5　荘田帖ののど部分

図7　�献上帖の裏面の�
竹下佳行のゴム印

図8　同　竹下佳治のゴム印

図9　�荘田帖A裏面の二枝鼈甲店の
ゴム印
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ず
ま
い
の
諏
訪
神
社
、
松
の
森
神
社
、
興
福
寺
、
大
音
寺
、
清
水
寺
の
写
真
も
採
録
さ
れ
て
い

る
。
戊
辰
戦
争
や
台
湾
の
役
の
戦
死
者
を
祀
る
招
魂
社
は
新
し
い
聖
地
で
あ
っ
た
。
写
真
の
選
択

に
は
、
荘
田
が
長
崎
時
代
を
回
顧
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月
に
公
布
さ
れ
た
要
塞
地
帯
法
は
要
塞
地
区
内
で
の

「
水
陸
の
形
状
」
の
撮
影
を
禁
じ
た
（
註
10
）
た
め
に
、
両
帖
に
は
背
景
の
山
の
稜
線
が
消
さ
れ
た

写
真
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
十
カ
月
後
に
調
整
さ
れ
た
献
上
帖
に
は
重
複
す
る
写
真
が
収

載
さ
れ
て
い
る
。

三
、
荘
田
帖
の
製
作
者
・
写
真
撮
影
者
・
旧
所
蔵
者

①　

二
枝
鼈
甲
店

　

鼈
甲
細
工
の
製
作
者
で
あ
る
二
枝
鼈
甲
店
の
創
業
者
貞
治
郎
は
、
博
多
で
三
味
線
の
揆ば

ち
に
鼈
甲

を
貼
る
仕
事
を
し
た
あ
と
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
、
弟
と
長
崎
の
東
濱
町
で
鼈
甲
細
工

の
店
を
開
業
し
た
。
信
頼
を
得
る
た
め
仕
事
場
は
店
先
に
置
か
れ
、
技
術
は
徒
弟
が
伝
承
し
た
。

外
国
人
相
手
に
販
売
が
広
が
り
、
明
治
三
十
五
年
の
『
長
崎
県
統
計
書
』（
註
11
）
に
は
、
本
田
幾

雄
、
田
中
辰
之
助
、
田
中
正
夫
、
本
田
要
造
、
矢
野
一
、
川
端
親
雄
、
山
本
三
太
郎
な
ど
十
人
の

職
人
の
雇
用
が
確
認
で
き
る
。
二
代
目
の
新
三
郎
は
青
貝
細
工
の
螺
鈿
を
得
意
と
し
た
（
註
12
）。

荘
田
帖
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
写
真
（
図
10
）
は
、
竹
下
佳
治
が
撮
っ
た
二
枝
鼈
甲
店
の
店
舗
と
商

品
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
店
舗
は
明
治
四
十
四
年
に
四
階
建
て
に
建
て
替
え
る
前
の
二
階
建
て

で
あ
る
。
フ
ァ
サ
ー
ド
は
明
治
の
レ
ト
ロ
風
で
、
看
板
に
は
ミ
ラ
ノ
博
覧
会
の
入
賞
メ
ダ
ル
を
配

し
、「
鼈
甲
細
工
所
二
枝
商
店
」
と
記
す
。
軒
屋
根
に
は
「
鼈
甲
象
牙
販
売
」
と
宣
伝
文
句
が
あ

り
、
ロ
シ
ア
語
と
英
語
の
表
記
も
確
認
さ
れ
る
。
外
箱
の
底
面
の
ラ
ベ
ル
（
図
4
）
に
は
「
宮
内

省
御
用
品
鼈
甲
美
術
品
製
造
販
売
」
と
記
し
、
英
文
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
の

上
質
材
料
に
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
最
新
の
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、
洗
練
さ
れ
た
優
雅
で
美
術
的
な
鼈

甲
細
工
を
敏
速
に
納
品
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
皇
太
子
や
貴
顕
の
多
く
か
ら
御
用
達
の
栄
を
拝
し
て

い
る
と
書
く
。
二
枝
家
に
残
る
大
正
期
の
商
標
（
図
11
）
で
は
「
二
枝
鼈
甲
美
術
店
」
を
名
乗
っ

て
い
る
。
二
枝
鼈
甲
店
は
江
崎
、
川
口
と
並
ぶ
長
崎
の
老
舗
鼈
甲
店
で
あ
っ
た
。

　
商
品
は
、
外
国
人
好
み
の
東
洋
趣
味
の
デ
ザ
イ
ン
が
多
く
、
手
鏡
や
櫛
の
入
っ
た
化
粧
箱
、
簪

か
ん
ざ
し

や
笄
こ
う
が
いが
入
っ
た
髪
結
い
セ
ッ
ト
、
煙
草
ケ
ー
ス
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
宝
石
箱
、
額
縁
、
文
庫
箱
、
置

物
（
扇
子
、
軍
艦
、
人
力
車
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
枝
家
に
残
さ
れ
た
大
正
初
め
の

『
商
品
目
録
』
に
は
、
櫛
笄
類
儀
式
用
一
〇
〇
〇
円
、
常
用
五
〇
〇
円
、
普
通
品
五
十
～
一
五
〇

円
。
両
帖
に
共
通
の
鼈
甲
製
写
真
帖
で
、
大
の
場
合
は
二
五
〇
～
七
〇
〇
円
の
記
録
が
あ
る
。
宮

内
省
御
用
達
で
あ
り
、
技
術
力
の
高
い
鼈
甲
美
術
店
で
あ
っ
た
。
両
帖
は
特
別
注
文
で
あ
り
、
さ

ら
に
高
額
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
図
10
の
中
央
左
上
の
写
真
立
で
ポ
ー
ズ
を
と
る
女

性
は
、
竹
下
佳よ

し

治は
る
が
撮
影
し
た
川
上
音
二
郎
の
妻
貞
奴
で
あ
る
（
註
13
）。
貞
治
郎
は
音
二
郎
の
従

弟
で
あ
っ
た
。

②　

竹
下
写
真
館

　
写
真
を
撮
影
・
調
整
し
た
の
は
竹
下
写
真
館
で
あ
る
。
創
業
者
の
竹
下
佳
治
は
本
名
打う

ち

橋は
し

辰た
つ

彌や

で
、
打
橋
家
は
代
々
長
崎
の
北
瀬
崎
で
御
用
米
蔵
預
役
を
務
め
た
。
祖
父
は
打
橋
竹ち
く

雲う
ん
。
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）
生
ま
れ
の
父
打
橋
半は

ん

雨う

は
名
を
喜よ

し

衡ひ
ら

、
通
称
小
野
次
、
別
号
竹ち

く

里り

と
名
乗
っ
た

南
画
家
で
、
上
野
彦
馬
の
父
俊
之
丞
の
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
。
辰
彌
は
竹
下
家
の
養
子
と
な
っ

て
竹
下
佳
治
に
改
名
す
る
。
上
野
彦
馬
の
門
人
と
な
っ
て
写
真
術
を
学
び
、
本
石
灰
町
で
写
真
館

を
開
業
し
た
。
焼
き
付
け
仕
上
げ
の
名
人
と
し
て
知
ら
れ
（
註
14
）、
両
帖
の
仕
上
が
り
の
精
密
度

は
高
い
。

　

明
治
三
十
六
年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
は
、
の
ち
に
写
真
乾
板
の
製
作
に
取
り
組
ん
だ
高
橋
慎
二

郎
が
竹
下
写
真
館
の
技
師
と
し
て
働
い
て
い
た
。
佳
治
の
息
子
佳
行
も
彦
馬
の
門
人
で
、
浦
上
山
里

図10　二枝鼈甲店の店舗と商品案内

図11　二枝鼈甲店の商標
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村
平
ノ
宿
場
の
場
頭
を
し
た
こ
と
が

あ
り
明
治
三
十
年
代
に
父
の
竹
下
写

真
館
を
継
承
し
て
い
る
。

　

佳
治
は
明
治
三
十
年
代
、
日
露
戦

争
前
後
に
韓
国
の
釜
山
本
町
で
竹
下

写
真
館
を
開
業
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
明
治
四
十
四
年
に
佳
行
は
長

崎
の
写
場
を
改
築
し
て
い
る
が
、
荘
田

帖
お
よ
び
献
上
帖
の
写
真
を
撮
影
し

た
明
治
三
十
九
～
四
十
年
頃
は
、
佳

治
が
釜
山
の
写
真
館
に
出
向
き
、
長
崎
の
竹
下
写
真
館
は
息
子
の
佳
行
が
経
営
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
竹
下
写
真
館
は
、
私
製
絵
葉
書
の
発
行
が
許
可
さ
れ
た
明
治
三
十
三
年
か
ら
絵
葉
書
作
成
を

手
掛
け
た
。
両
帖
に
は
絵
葉
書
に
な
っ
た
写
真
も
見
受
け
ら
れ
る
（
註
15
）。
竹
下
写
真
館
は
観
光
客

向
け
に
販
売
す
る
長
崎
風
景
写
真
を
ロ
ゴ
付
き
の
台
紙
に
貼
っ
て
常
備
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

③　

荘
田
平
五
郎
の
長
崎
時
代

　

荘
田
帖
の
旧
蔵
者
荘
田
平
五
郎
（
図
12
）
は
、
明
治
三
十
年
六
月
三
日
に
三
菱
合
資
会
社
の
管

事
兼
長
崎
造
船
所
支
配
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
註
16
）。「
管
事
」
は
、
社
長
に
次
ぐ
地
位
で
あ
る
。
長

崎
で
は
着
任
し
て
す
ぐ
の
十
月
に
工
場
附
属
の
病
院
を
開
設
し
、
正
社
員
の
職
工
の
労
災
に
よ
る

負
傷
、
疾
病
、
解
雇
を
救
済
す
る
た
め
に
三
菱
造
船
所
職
工
救
護
法
を
制
定
し
た
。
こ
の
と
き
荘

田
は
社
長
か
ら
直
接
雇
用
さ
れ
な
い
雇
用
者
に
対
し
て
も
傭
使
人
扶
助
法
を
制
定
し
て
い
る
。
荘

田
の
活
躍
は
福
祉
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
長
崎
で
初
め
て
建
造
中
の
六
千
ト
ン
級
大
型
航
洋
船
常

陸
丸
に
対
し
て
、
ロ
イ
ド
船
級
協
会
の
検
査
員
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
か
ら
指
摘
さ
れ
た
リ
ベ
ッ
ト
の
不

具
合
問
題
を
解
決
し
、
同
船
の
完
成
を
導
い
た
。
長
崎
に
お
け
る
さ
ら
な
る
活
躍
は
、
造
船
所
の

工
場
管
理
の
た
め
の
「
三
菱
造
船
所
組
織
」
の
制
定
（
明
治
三
十
一
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

「
組
織
の
三
菱
」
の
原
型
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
荘
田
は
明
治
三
十
二
年
十
月
に
技
術
工
養
成

の
必
要
を
感
じ
て
、
三
菱
工
業
予
備
学
校
を
設
立
し
て
い
る
。
明
治
三
十
三
年
十
月
二
十
六
日
に

も
皇
太
子
嘉
仁
親
王
が
九
州
訪
問
の
長
崎
行
啓
で
三
菱
造
船
所
を
訪
れ
た
が
、
荘
田
は
こ
の
と
き

自
ら
執
筆
浄
書
し
た
「
三
菱
造
船
所
概
要
」
を
奉
呈
し
て
い
る
（
註
17
）。

　

明
治
三
十
四
年
五
月
か
ら
は
長
崎
造
船
所
の
所
長
と
東
京
に
お
け
る
本
社
の
管
事
を
併
任
し
、

明
治
三
十
九
年
十
二
月
九
日
に
、
長
崎
造
船
所
長
の
併
任
を
解
か
れ
て
い
る
。
長
崎
時
代
の
荘
田

は
長
崎
造
船
所
の
労
務
管
理
制
度
を
確
立
し
、
原
価
計
算
を
導
入
し
、
自
前
の
工
業
予
備
学
校
や

病
院
を
創
設
し
て
造
船
業
の
近
代
化
と
技
術
革
新
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
日
本
で
最
初
の
タ
ー

ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
装
備
す
る
天
洋
丸
、
地
洋
丸
の
建
造
に
取
り
組
み
、
長
崎
造
船
所
を
東
洋
一
に

導
き
、
長
崎
市
に
雇
用
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。
長
崎
市
有
志
者
か
ら
「
荘
田
君
」
に
贈
呈
さ
れ

た
《
鼈
甲
製
写
真
画
帖
》
は
、
こ
の
よ
う
に
長
崎
で
活
躍
し
た
荘
田
の
退
任
に
あ
た
り
市
民
有
志

が
そ
の
労
に
報
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
三
十
八
年
、
軍
艦
千
代
田
の
艦
長
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
が
宿
泊
し
、「
風
光
景
勝
を
占
め

る
」
と
い
う
意
味
か
ら
占
勝
閣
と
名
付
け
ら
れ
た
洋
風
建
物
（
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
か

ら
世
界
遺
産
）
は
、
前
年
に
荘
田
が
所
長
宅
と
し
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

四
、
両
帖
の
比
較
と
製
作
過
程

　

木
下
（
木
谷
）
論
文
に
よ
れ
ば
、
献
上
帖
が
注
文
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
年
十
月
二
日
頃
で
あ

る
（
註
18
）。
こ
の
注
文
は
十
カ
月
前
に
長
崎
市
有
志
者
が
荘
田
へ
贈
呈
さ
れ
た
写
真
帖
の
出
来
栄

え
を
知
っ
て
の
注
文
の
よ
う
で
あ
る
が
、
行
啓
ま
で
一
カ
月
も
な
い
段
階
で
の
注
文
で
あ
る
。
二

枝
鼈
甲
店
と
竹
下
写
真
館
は
こ
の
難
し
い
注
文
に
突
貫
で
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

①　

荘
田
帖
写
真
に
お
け
る
五
種
の
写
真
台
紙
型
と
両
帖
収
載
写
真
比
較

　

荘
田
帖
は
、
53
、
54
、
55
、
56
、
57
の
五
枚
が
縦
型
で
あ
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
が
横
型
で
あ

る
。
こ
れ
は
普
段
の
撮
影
で
は
横
撮
り
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
A
～
E
の
五
種
類

の
台
紙
の
う
ち
A
の
写
真
館
ロ
ゴ
付
き
写
真
の
二
枝
鼈
甲
店
コ
ラ
ー
ジ
ュ
は
常
備
品
の
よ
う
で
あ

る
（
註
19
）。
ロ
ゴ
付
き
の
D
の
台
紙
も
、
常
備
品
と
思
わ
れ
る
。
E
の
薄
紙
台
紙
付
き
は
、
荘
田

帖
製
作
の
た
め
新
た
に
撮
影
し
た
も
の
か
、
常
備
品
を
焼
き
増
し
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
裏
打
ち

に
薄
い
台
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

荘
田
帖
56
と
献
上
帖
26
の
滝
の
観
音
、
お
よ
び
荘
田
帖
57
と
献
上
帖
58
の
第
三
船
渠
の
修
理
船

は
、
同
一
写
真
で
あ
る
。
こ
の
二
枚
は
元
々
縦
型
と
し
て
撮
影
さ
れ
て
い
た
た
め
、
献
上
帖
に
そ

の
ま
ま
収
載
さ
れ
ト
リ
ミ
ン
グ
の
必
要
が
な
か
っ
た
。
荘
田
帖
の
横
型
と
は
異
な
り
縦
型
に
ト
リ

ミ
ン
グ
さ
れ
て
献
上
帖
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
荘
田
帖
28
の
茂
木
港
の
桟
橋
（
献
上
帖

63
）、
50
長
崎
測
候
所
（
図
13
、
14
：
同
31
）、
53
若
宮
稲
荷
神
社
山
門
（
同
30
）、
21
若
菜
川
口

の
若
菜
橋
（
図
15
、
16
：
同
22
）
の
四
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
佳
治
の
常
備
品
の
横
型
写
真
原
板

か
ら
縦
型
に
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

荘
田
帖
4
崇
福
寺
三
門
（
楼
門
）（
図
17
）
は
、
献
上
帖
42
（
図
18
）
に
、
荘
田
帖
55
の
茂
木

立
岩
は
献
上
帖
53
に
そ
れ
ぞ
れ
酷
似
し
て
い
て
、
背
景
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
カ
メ
ラ
の

高
さ
が
微
妙
に
異
な
る
。
同
じ
時
に
撮
影
さ
れ
た
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
考
え
て
お
き
た
い
。

図12　�荘田平五郎�
（宿利重一『荘田平五郎』より）
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②　

被
写
体
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
両
帖
に
収
載
さ
れ
た
上
記
以
外
の
写
真
は
、
次
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で
き
る
。

α
：�

同
じ
被
写
体
の
別
地
点
か
ら
の
写
真
（
諏
訪
神
社
、
三
菱
長
崎
造
船
所
建
物
・
施
設
、
諏
訪

公
園
、
茂
木
道
、
中
川
カ
ル
ル
ス
、
東
濱
町
）

β
：�

同
じ
被
写
体
の
別
ア
ン
グ
ル
（
佐
古
招
魂
社
、
交
親
館
（
図
19
、
20
）、
銭
屋
川
と
上
野
彦
馬

邸
、
蛍
茶
屋
と
一
の
瀬
橋
）

γ
：��

そ
れ
ら
以
外
の
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
写
真

③　

共
通
す
る
被
写
体
の
画
題
と
視
点
の
相
違

　

両
帖
と
も
明
治
二
十
九
年
に
官
幣
中
社
と
な
っ
た
諏
訪
神
社
を
被
写
体
の
写
真
と
し
て
収
載
し

て
い
る
が
、
献
上
帖
の
写
真
は
神
社
内
陣
の
儀
式
の
飾
り
つ
け
を
撮
影
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ

の
年
の
十
月
九
日
の
お
く
ん
ち
祭
礼
日
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

図13　長崎測候所（荘田帖）

図14　長崎測候所（献上帖）

図15　若菜橋川口（荘田帖）

図16　若菜川口（献上帖）

図17　崇福寺三門（楼門）（荘田帖）

図18　�崇福寺三門（楼門）（献上帖）

図19　交親館（荘田帖）

図20　交親館（献上帖）

図21　三菱長崎造船所立神船渠（1）（荘田帖）

図22　長崎造船所飽の浦工場（献上帖）
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同
様
に
、
両
帖
と
も
三
菱
長
崎
造
船
所
の
施
設
を
収
載
し
て
い
る
が
、
明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
の
要
塞
地
帯
法
制
定
後
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
た
め
、
背
景
の
山
の
稜
線
が
消
さ
れ
た

写
真
が
見
ら
れ
る
。
荘
田
帖
で
い
え
ば
40
三
菱
長
崎
造
船
所
立
神
船
渠
（
図
21
）、
献
上
帖
で
は

12
三
菱
長
崎
造
船
所
第
三
船
渠
お
よ
び
14
三
菱
長
崎
造
船
所
飽
の
浦
工
場
（
図
22
）
の
写
真
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
内
名
勝
地
（
中
川
カ
ル
ル
ス
、
諏
訪
公
園
、
滝
の
観
音
、
銭
屋
川
、
中
島
川
、
蛍
茶

屋
と
一
ノ
瀬
橋
）、
公
的
機
関
（
交
親
館
、
測
候
所
）、
神
社
（
諏
訪
神
社
、
松
の
森
神
社
、
若
宮

稲
荷
神
社
）、
仏
閣
（
崇
福
寺
）、
招
魂
社
（
梅
香
崎
、
佐
古
）、
繁
華
街
（
東
濱
町
）、
茂
木
（
茂

木
道
、
若
菜
橋
、
茂
木
桟
橋
）
の
写
真
が
共
通
に
見
ら
れ
る
。

④　

献
上
帖
収
載
写
真
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

　

荘
田
帖
と
比
較
し
献
上
帖
の
特
徴
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
竹
下
写
真
館
が
準
備
過
程
で
考
慮

し
た
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
諏
訪
神
社
の
中
門
に
献
灯
が
置
か
れ
、
内
陣
に
菊
花
の
幔

幕
と
注
連
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
。
お
く
ん
ち
の
神
社
の
祭
典
会
場
を
撮
影
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

行
啓
で
神
社
を
訪
問
で
き
な
か
っ
た
皇
太
子
殿
下
に
対
し
て
、
写
真
帖
の
冒
頭
で
祭
礼
時
の
諏
訪

神
社
の
向
拝
と
内
陣
の
様
子
を
掲
げ
る
こ
と
で
歓
迎
の
意
が
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

長
崎
行
啓
の
主
た
る
目
的
は
、
関
西
九
州
府
県
連
合
水
産
共
進
会
の
観
覧
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
共
進
会
場
の
写
真
（
御
座
所
が
置
か
れ
た
便
殿
、
観
菊
殿
）
が
多
く
収
録
さ
れ
、
皇
太
子
が
帰

艦
前
に
訪
問
し
た
稲
佐
の
特
許
館
の
写
真
も
収
載
さ
れ
る
。

　

皇
太
子
は
、
共
進
会
場
の
菊
亭
で
、
諏
訪
神
社
の
祭
礼
の
お
く
ん
ち
で
奉
納
さ
れ
る
各
踊
町
の

傘
鉾
奉
納
と
、
樺
島
町
の
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
（
太
鼓
山
）、
萬
屋
町
の
鯨
船
、
西
濱
町
の
蛇
舟
、
銀
屋

町
の
鷹
狩
、
諏
訪
町
の
蛇
踊
の
各
出
し
物
を
観
覧
し
た
記
録
が
あ
る
（
註
20
）。
そ
の
予
定
を
知
ら

さ
れ
て
い
た
竹
下
父
子
は
、
十
月
九
日
か
ら
神
社
の
踊
馬
場
で
演
じ
ら
れ
た
傘
鉾
回
し
と
、
コ
ッ

コ
デ
シ
ョ
の
奉
納
出
し
物
の
写
真
を
収
載
し
て
い
る
。
お
く
ん
ち
の
開
催
日
は
竹
下
が
献
上
帖
の

準
備
に
入
っ
た
直
後
の
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
枚
だ
け
に
は
、「Y.TAKESITA

／
竹
下
寫
」
と
い
う
写
真
館
の
ロ
ゴ
が
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
帰
国
し
た
佳
治
が
撮
影
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
（
図
23
、
24
、
25
）。

　
学
校
の
写
真
（
長
崎
高
等
商
業
学
校
、
長
崎
市
立
商
業
学
校
、
勝
山
高
等
小
学
校
、
県
立
高
等

女
学
校
）
も
献
上
帖
の
特
色
で
あ
る
。
皇
太
子
は
長
崎
上
陸
時
に
商
業
学
校
や
師
範
学
校
を
始
め

県
下
の
学
校
学
生
・
生
徒
一
万
四
八
〇
〇
人
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
が
、
佳
行
は
明
治
時
代
に

お
け
る
長
崎
の
学
校
制
度
の
成
功
を
し
っ
か
り
表
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
崎
市
の
主
要
な
神
社
（
諏
訪
神
社
、
伊
勢
宮
神
社
、
松
の
森
神
社
、
若
宮
稲
荷
神

社
）
も
網
羅
さ
れ
、
明
治
政
府
の
出
先
と
な
る
官
公
庁
（
長
崎
市
役
所
、
長
崎
税
関
）
も
バ
ラ
ン

ス
よ
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
、
長
崎
市
の
一
大
公
共
事

業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
西
山
水
源
地
と
、
同
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
完
成
し
た
本
河
内
水
源

地
が
収
載
さ
れ
る
。

　

外
国
人
居
留
地
の
建
物
と
し
て
は
、
当
時
東
洋
一
の
規
模
と
い
わ
れ
た
長
崎
ホ
テ
ル
と
カ
ト

リ
ッ
ク
の
聖
堂
で
あ
る
大
浦
天
主
堂
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
富
貴
楼
は
長
崎
の
高
級
料
亭
の
代
表

格
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
露
戦
争
に
出
兵
す
る
兵
馬
を
長
崎
へ
渡
す
た
め
に
明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
）
十
一
月
十
六
日
銅
座
川
口
の
千
馬
町
か
ら
居
留
地
の
常
磐
町
に
架
橋
さ
れ
た
出す

い
師し

橋

が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

⑤　

荘
田
帖
収
載
写
真
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

　
献
上
帖
と
比
較
し
た
、
荘
田
帖
収
載
写
真
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
特
徴
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
三
菱
長
崎
造
船
所
（
飽
の
浦
工
場
、
立
神
第
一
船
渠
、
第
二
船
渠
、
第
三
船
渠
）
の

写
真
が
充
実
し
て
い
る
。
こ
れ
は
荘
田
の
長
崎
造
船
所
所
長
退
任
と
い
う
役
職
に
関
係
し
て
い

る
。
第
二
に
、
司
法
（
警
察
署
、
監
獄
）、
交
通
・
通
信
関
係
（
汽
車
、
長
崎
港
内
、
郵
便
局
・
大

北
電
信
社
）、
商
業
関
係
（
商
品
陳
列
所
）、
観
光
地
（
茂
木
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
、
小
浜
）
の
写
真
の

充
実
は
、
勢
力
を
増
強
し
て
き
た
長
崎
の
市
民
的
、
商
人
的
な
繁
栄
を
表
現
し
て
い
る
。
第
三

図23　傘鉾回し（献上帖）図24　コッコデショ（献上帖）

図25　焼き入れのロゴ
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に
、
荘
田
が
遊
ん
だ
と
思
わ
れ
る
遊
郭
（
丸
山
町
、
寄
合
町
、
出
雲
町
）
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
第
四
に
、
外
国
人
居
留
地
内
の
建
物
と
し
て
は
当
時
長
崎
ホ
テ
ル
と
ベ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
次
ぐ
大
き
な
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　

献
上
帖
が
皇
室
献
上
の
視
点
か
ら
写
真
が
集
成
さ
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
荘
田
帖
は
実

業
家
へ
の
贈
呈
と
い
う
視
点
か
ら
写
真
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。

五
、
む
す
び

　

荘
田
帖
は
平
五
郎
所
長
の
長
崎
造
船
所
退
任
に
際
し
、
長
崎
市
民
の
有
志
が
国
内
外
の
貴
顕
を

顧
客
と
す
る
二
枝
鼈
甲
店
に
鼈
甲
細
工
の
ア
ル
バ
ム
を
発
注
し
、
上
野
彦
馬
の
流
れ
を
汲
む
竹
下

写
真
館
に
写
真
の
調
整
を
依
頼
し
た
。
当
主
の
二
枝
貞
治
郎
は
最
高
の
美
術
品
と
し
て
鼈
甲
細
工

の
写
真
画
帖
を
製
作
し
、
写
真
の
注
文
を
受
け
た
竹
下
写
真
館
は
、
創
業
者
の
佳
治
が
韓
国
店
の

経
営
に
出
向
い
て
い
た
た
め
、
息
子
佳
行
が
中
心
と
な
り
、
写
真
の
集
成
が
進
め
ら
れ
た
。
佳
行

は
父
が
撮
り
た
め
て
商
品
化
し
て
い
た
長
崎
写
真
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
基
に
、
荘
田
平
五
郎
が

長
崎
時
代
を
回
顧
で
き
る
写
真
集
成
と
し
て
仕
上
げ
た
。
十
カ
月
後
の
皇
太
子
殿
下
の
長
崎
行
啓

に
際
し
、
短
時
間
で
あ
っ
た
が
、
佳
行
は
荘
田
帖
製
作
の
経
験
を
活
か
し
、
貞
治
郎
も
荘
田
帖
の

製
作
経
験
に
基
づ
き
、
敏
速
、
適
切
に
質
の
高
い
鼈
甲
美
術
写
真
画
帖
を
納
品
で
き
た
。
長
崎
に

お
け
る
職
人
の
共
同
が
こ
れ
を
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
献
上
帖
と
荘
田
帖
は
、
二
冊
合
わ
せ
て
美
術
工
芸
史
お
よ
び
写
真
史
上
重

要
な
資
料
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
両
帖
に
収
載
さ
れ
た
長
崎
の
写
真
群
は
、

要
塞
地
帯
法
に
よ
り
風
景
撮
影
が
難
し
く
な
る
時
期
に
長
崎
の
都
市
景
観
を
写
し
出
す
も
の
で
あ

り
、
都
市
史
や
風
俗
史
、
社
会
史
の
研
究
に
資
料
的
な
価
値
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

（
長
崎
外
国
語
大
学
長
・
長
崎
大
学
名
誉
教
授
）

註（
1
）�

内
容
お
よ
び
剥
が
れ
た
あ
と
の
釘
の
位
置
か
ら
「
市
」
と
推
測
さ
れ
る
。

（
2
）�

中
央
の
二
枚
が
ミ
ラ
ノ
博
覧
会
（
明
治
三
十
九
年
）
の
金
賞
、
左
上
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
万
国
博
覧
会
（
ル

イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
百
周
年
記
念
博
覧
会
：
明
治
三
十
八
年
）
の
金
賞
、
右
上
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧

会
（
明
治
三
十
七
年
）
の
銀
賞
の
メ
ダ
ル
で
あ
る
。

（
3
）�

こ
の
写
真
帖
の
装
幀
は
警
眼
社
社
長
田
山
宗
堯
に
発
注
さ
れ
杉
柾
で
調
整
さ
れ
た
。
木
下
（
木
谷
）
知

香
「
作
品
紹
介　

明
治
四
〇
年
の
長
崎
行
啓
と
献
上
写
真
帖
─
〈
鼈
甲
製
写
真
画
帖
〉
と
〈
長
崎
水
産

共
進
会
写
真
帖
〉」『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
第
二
十
号
、
二
〇
一
五
年
、
七
十
三
頁
。

（
4
）�

木
下
（
木
谷
）
氏
、
前
掲
論
文
（
註
3
）
七
十
一
～
七
十
八
頁
。

（
5
）�

荘
田
家
の
家
紋
に
つ
い
て
は
臼
杵
市
荘
田
平
五
郎
記
念
子
ど
も
図
書
館
に
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
献
上
帖
の
装
飾
的
、
美
術
的
特
徴
に
つ
い
て
は
五
味
聖
「
作
品
解
説　

鼈
甲
製
写
真
画
帖
」『
皇
室

の
名
宝
─
皇
室
と
九
州
を
む
す
ぶ
美
─
』
図
録
、
九
州
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
参
照
。

（
6
）�

献
上
帖
の
法
量
は
縦
二
七・
七
×
横
三
八・
〇
×
高
さ
七・
三
㎝
。
ア
ル
バ
ム
台
紙
十
二
枚
、
収
録
写
真

六
十
四
枚
。

（
7
）�

献
上
帖
の
帖
の
縁
は
二
重
菱
菊
桐
紋
で
あ
る
。
五
味
氏
、
前
掲
作
品
解
説
（
註
5
）、
一
八
二
頁
。

（
8
）�

献
上
帖
の
1
～
20
、
33
～
52
の
四
十
枚
に
は
佳
行
の
印
、
21
～
32
、
53
～
64
の
二
十
四
枚
に
は
佳
治
の

印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）�

各
写
真
の
被
写
体
は
『
長
崎
新
聞
』
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
翌
年
三
月
七
日
ま
で
隔
週
で
、
姫

野
に
よ
る
「
写
真
に
見
る
115
年
前
の
長
崎
─
日
露
戦
争
時
代
─
」
と
し
て
三
十
八
回
に
わ
た
り
連
載
・

解
説
さ
れ
た
。
長
崎
外
国
語
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w.nagasaki-gaigo.ac.jp/recnas/

new
spaper/

（
二
〇
二
三
年
五
月
三
十
一
日
最
終
閲
覧
）
参
照
。

（
10
）�

要
塞
地
帯
法
に
つ
い
て
は
『
新
長
崎
市
史
』
第
三
巻
、
近
代
編
、
長
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
一
四

年
、
一
八
一
～
一
八
三
頁
参
照
。

（
11
）�『
長
崎
県
統
計
書
』https://jpsearch.go.jp/item

/dignl-807984

（
二
〇
二
三
年
五
月
三
十
一
日
最
終
閲

覧
）
参
照
。

（
12
）�

二
枝
家
（
長
崎
市
戸
石
）
に
は
鼈
甲
作
品
や
関
係
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）�

二
枝
家
に
は
新
派
劇
の
創
始
者
川
上
音
二
郎
・
貞
奴
の
関
係
資
料
と
写
真
が
伝
世
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）�「
日
本
写
真
界
の
物
故
功
労
者
顕
彰
録
」
日
本
写
真
協
会
『
夜
明
け
ま
え
知
ら
れ
ざ
る
日
本
写
真
開
拓
史

Ⅰ
関
東
編
』
東
京
都
写
真
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
六
十
七
頁
参
照
。

（
15
）�

例
え
ば
荘
田
帖
15
の
郵
便
局
な
ど
。

（
16
）�

荘
田
平
五
郎
の
長
崎
時
代
に
つ
い
て
は
宿
利
重
一
『
荘
田
平
五
郎
』
對
胸
舎
、
一
九
三
二
年
、
四
九
六
～

五
四
四
頁
参
照
。

（
17
）�

宿
利
氏
、
前
掲
書
（
註
16
）、
五
三
〇
頁
。

（
18
）�

同
日
の
『
東
洋
日
の
出
新
聞
』
は
長
崎
県
が
東
濱
町
の
二
枝
貞
治
郎
に
写
真
帖
の
製
作
を
依
頼
し
た
と

記
す
。「
皇
太
子
殿
下
へ
献
上
品
伝
献
願
書
綴
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）
は
、
こ
の
鼈
甲
写
真

帖
が
長
崎
市
参
事
会
お
よ
び
長
崎
市
長
北
川
信
従
か
ら
の
献
上
品
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
行
啓
翌
日
の

十
月
二
十
六
日
付
『
東
洋
日
の
出
新
聞
』
は
、
長
崎
県
が
こ
れ
と
は
別
に
船
大
工
の
写
真
師
宮
崎
寛
治

郎
が
製
作
し
、
東
京
の
警
眼
社
主
田
山
宗
堯
が
製
作
し
た
「
長
崎
縣
下
の
各
名
所
の
写
真
帖
」
を
東
宮

殿
下
お
よ
び
有
栖
川
宮
殿
下
に
献
上
し
た
と
記
す
。
こ
こ
か
ら
木
下
（
木
谷
）
氏
は
こ
れ
が
「
府
県
写
真

帖
」
と
同
定
し
、
二
日
の
段
階
で
長
崎
県
が
二
枝
に
発
注
さ
れ
た
写
真
帖
は
、
長
崎
市
お
よ
び
市
参
事

会
の
献
上
品
に
変
更
さ
れ
た
と
み
る
。
二
十
五
日
付
の
『
鎮
西
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
献
上
品
目
録
は
、

「
鼈
甲
製
御
寫
眞
ブ
ッ
ク
」
は
二
枝
貞
二
郎
か
ら
の
献
上
品
と
さ
れ
、
こ
れ
と
は
別
の
「
寫
眞
帖
」
が

「
幕
府
時
代
の
長
崎
」（
金
井
延
行
著
）
と
と
も
に
「
當
市
参
事
会
」
か
ら
の
献
上
品
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。
最
後
は
長
崎
県
が
「
府
県
写
真
帖
」
を
、
長
崎
市
お
よ
び
市
参
事
会
が
二
枝
の
鼈
甲
写
真
帖
を
献

上
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、『
鎮
西
日
報
』
の
記
事
は
ま
だ
混
乱
し
て
い
る
。

（
19
）�

二
枝
鼈
甲
店
（
長
崎
市
戸
石
）
に
は
同
じ
写
真
が
複
数
現
存
す
る
。

（
20
）�『
東
洋
日
の
出
新
聞
』
明
治
四
十
年
十
月
二
十
五
日
号
参
照
。
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番号 タイトル 寸法（㎝） 写真台紙
の型

アルバム台紙
の窓の枠型 備考

帖 荘田平五郎旧蔵鼈甲写真画帖 27. 3 ×36. 5 × 7 . 0 刻字「贈呈荘田君」「長崎□（市ヵ）有志者」青色ビロード外箱

1 二枝鼈甲店 台紙11. 3 ×18. 0
写真11. 3 ×15. 7 A a 手札版横　POP（焼きだし印画紙：以下同様）

下部ロゴの印字「Y.TakeshitaNAGASAKI ／長崎竹下写」

2 諏訪公園の桜と月見茶屋 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

3 浜の町 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

4 崇福寺三門（楼門） 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

5 諏訪神社中門 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B b 手札版横　POP

b 写真欠落

6 大草付近を走る急行列車 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C a 手札版横　POP

7 寄合町と大徳寺、勅使道 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C a 手札版横　POP

8 炉粕町と松の森神社 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

9 佐古招魂社（ 1） 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

10 カルルスの桜（ 1） 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

11 カルルスの桜（ 2） 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

12 小浜海岸 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B b 手札版横　POP

13 茂木街道 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B b 手札版横　POP

14 一ノ瀬橋と蛍茶屋 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C a 手札版横　POP

15 長崎郵便局 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C a 手札版横　POP

16 丸山町遊廓 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

17 寄合町遊廓 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

18 カルルスの桜（ 3） 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

b 写真欠落

19 若宮稲荷神社 台紙 6 . 5 ×10. 6
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

20 交親館 台紙 6 . 5 ×10. 6
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

21 若菜川口の若菜橋 台紙 6 . 5 ×10. 6
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

22 警察本部 台紙 6 . 5 ×10. 6
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

23 佐古招魂社（ 2） 台紙 6 . 5 ×10. 6
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

24 諏訪公園（ 1） 台紙 6 . 5 ×10. 6
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

25 新地・出島・長崎病院 写真 6 . 0 × 9 . 0 、台紙同形 E c 名刺版横　POP

26 片淵の長崎刑務所 写真 6 . 0 × 9 . 0 、台紙同形 E c 名刺版横　POP

27 長崎港の船と稲佐山 写真 6 . 0 × 9 . 0 、台紙同形 E c 名刺版横　POP

28 茂木港の桟橋 写真 6 . 0 × 9 . 0 、台紙同形 E c 名刺版横　POP

28 長崎県庁 写真 5 . 5 × 9 . 0 、台紙同形 E c 名刺版横　POP

30 出島大橋と新地の中国商社 写真 5 . 5 × 9 . 0 、台紙同形 E c 名刺版横　POP

31 日の出町遊郭 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

32 茂木街道と竹林 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

33 諏訪公園の入口の三賢人の碑 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

表1　荘田帖の収載写真一覧
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番号 タイトル 寸法（㎝） 写真台紙
の型

アルバム台紙
の窓の枠型 備考

34 銭屋川の上野彦馬邸前 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

35 大音寺山門 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B b 手札版横　POP

36 諏訪公園（ 2） 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B b 手札版横　POP

37 諏訪公園の入口と商品陳列所 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C a 手札版横　POP

38 商品陳列所 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C a 手札版横　POP

39 高麗橋 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

a 写真欠落

40 三菱長崎造船所立神船渠（ 1） 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

41 大音寺 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

42 三菱長崎造船所向島第二船渠 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B b 手札版横　POP

43 清水寺 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B b 手札版横　POP

44 浦上の長崎医学校 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C a 手札版横　POP

45 茂木若菜川 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C a 手札版横　POP

46 フランスホテル 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

47 三菱長崎造船所第三船渠 台紙10. 7 ×16. 4
写真10. 3 ×14. 0 B a 手札版横　POP

48 田上峠の茶屋 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

49 茂木ホテル 写真10. 0 ×13. 8 、台紙同形 C b 手札版横　POP

50 長崎測候所 台紙 6 . 5 ×10. 0
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI ヵ」、「長崎竹下写ヵ」

51 佐古招魂社（ 3） 台紙 6 . 5 ×10. 0
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI ヵ」、「長崎竹下写ヵ」

52 興福寺 台紙 6 . 5 ×10. 0
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版横　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI ヵ」、「長崎竹下写ヵ」

53 若宮稲荷神社山門 台紙 6 . 5 ×10. 0
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版縦　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

54 松の森神社 台紙 6 . 5 ×10. 0
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版縦　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

55 茂木立岩 台紙 6 . 5 ×10. 0
写真 6 . 0 × 9 . 0 D c 名刺版縦　POP

印字「Y.TakeshitaNAGASAKI」、「長崎竹下写」

56 滝の観音 写真 9 . 0 × 6 . 0 、台紙同形 E d 名刺版縦　POP

57 三菱長崎造船所第三船渠で修理中の船 写真 9 . 0 × 6 . 0 、台紙同形 E d 名刺版縦　POP

58 三菱長崎造船所立神船渠（ 2） 写真 9 . 0 × 6 . 0 、台紙同形 E d 名刺版横　POP

59 諏訪公園の呑港茶屋 写真 9 . 0 × 6 . 0 、台紙同形 E d 名刺版横　POP

60 三菱長崎造船所飽ノ浦工場（ 1） 写真 9 . 0 × 6 . 0 、台紙同形 E d 名刺版横　POP

61 三菱長崎造船所飽ノ浦工場（ 2） 写真 9 . 0 × 6 . 0 、台紙同形 E d 名刺版横　POP

写真台紙の型
A：手札版・灰色厚紙台紙・ロゴ入り　 1枚
B：手札版・白色金縁厚紙台紙・ロゴなし　17枚
C：手札版・白色斑点入り薄紙台紙・ロゴなし　19枚
D：名刺版・灰色厚紙台紙・ロゴ入り　12枚
E：名刺版・白色薄紙台紙・ロゴなし　12枚

アルバム台紙の窓の枠型
a：上縁が曲線の四角形大二枚分
b：楕円形大二枚分
c：上縁が曲線の四角形小六枚分
d：楕円形小六枚分
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番号 タイトル（木下（木谷）論文） タイトル修正 写真寸法
（縦×横㎝） 裏面ゴム印 アルバム台紙

の窓枠の型 備考

1 諏訪神社の鳥居 14. 2 × 9 . 7 ① a お祝いの注連縄あり

2 諏訪神社の旧中門　遠景 ⇒諏訪神社の旧中門 14. 1 × 9 . 7 ① a お祝いの垂れ幕と提灯飾りあり

3 諏訪神社の旧中門　近景 ⇒諏訪神社の旧本殿 14. 2 × 9 . 8 ① b お祝いの幔幕あり

4 諏訪神社例祭の傘鉾 13. 8 × 9 . 7 ①　※�ただし、表面に�
②の焼きこみあり b

5 諏訪神社例祭の太鼓山 ⇒諏訪神社例祭の太鼓山
（コッコデショ） 13. 9 × 9 . 7

①　※�ただし、表面に
「Y.TAKESITA　竹下寫」
の焼きこみあり

b

6 伊勢の宮神社 ⇒伊勢宮神社 14. 2 × 9 . 7 ① b

7 長崎高等商業学校 14. 1 × 9 . 7 ① a

8 長崎市立商業学校 14. 1 × 9 . 8 ① a

9 勝山高等小学校 14. 1 × 9 . 7 ① a

10 長崎県立高等女学校 14. 1 × 9 . 8 ① a

11 若宮稲荷神社 14. 1 × 9 . 7 ① b

12 出島 ⇒三菱長崎造船所第三船渠 14. 1 × 9 . 8 ① b

13 飽の浦中央発電所 ⇒三菱長崎造船所飽の浦中央発電所 14. 1 × 9 . 7 ① b

14 長崎造船所飽の浦工場ヵ ⇒三菱長崎造船所飽の浦工場 14. 1 × 9 . 7 ① b

15 長崎招魂社ヵ ⇒梅香崎招魂社 14. 1 × 9 . 8 ① a

16 長崎招魂社 ⇒佐古招魂社 13. 8 × 9 . 7 ① a

17 長崎税関 14. 1 × 9 . 7 ① b

18 長崎市役所 14. 2 × 9 . 7 ① b

19 第二回関西九州府県連合水産
共進会会場　本館 14. 2 × 9 . 8 ① b

20 第二回関西九州府県連合水産
共進会場　特許館 14. 1 × 9 . 7 ① b

21 若菜橋 ⇒若菜橋 1 9 . 0 × 6 . 0 ② d

22 若菜橋 ⇒若菜橋 2 9 . 0 × 6 . 0 ② d

23 【海岸】 ⇒茂木海岸と連絡船 9 . 0 × 6 . 0 ② d

24 茂木街道の竹林 9 . 0 × 5 . 9 ② d

25 【山と木】 ⇒茂木海岸 1 9 . 0 × 6 . 0 ② d

26 滝の観音ヵ ⇒滝の観音 9 . 0 × 6 . 0 ② d

27 諏訪神社長坂 9 . 1 × 6 . 0 ② c

28 松の森天満宮 ⇒松の森神社の石橋と鳥居 9 . 0 × 6 . 0 ② c

29 松の森天満宮 ⇒松の森神社参道 9 . 0 × 6 . 0 ② c

30 【神社】 ⇒若宮稲荷神社 9 . 1 × 6 . 0 ② c

31 【建物】 ⇒長崎測候所 9 . 0 × 6 . 0 ② c

32 中川カルルスの桜 9 . 0 × 6 . 0 ② c

33 第二回関西九州府県連合水産�
共進会　遠景 14. 1 × 9 . 8 ① a

34 東濱町　呉服屋藤瀬 14. 1 × 9 . 8 ① a

35 中島川上流 ⇒銭屋川と上野彦馬邸 14. 1 × 9 . 7 ① b

36 桃渓橋 14. 1 × 9 . 8 ① b

37 出師橋 14. 1 × 9 . 7 ① b

38 長崎ホテルと香港上海銀行 14. 1 × 9 . 7 ① b

39 長崎郵便局 14. 2 × 9 . 7 ① a

40 梅香崎橋 14. 1 × 9 . 7 ① a

41 丸山遊郭 14. 1 × 9 . 8 ① a

42 崇福寺山門 ⇒崇福寺三門（楼門） 14. 1 × 9 . 8 ① a

43 長崎西山水源地ヵ ⇒長崎本河内水源地 14. 1 × 9 . 7 ① b

表2　献上帖の収載写真一覧
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番号 タイトル（木下（木谷）論文） タイトル修正 写真寸法
（縦×横㎝） 裏面ゴム印 アルバム台紙

の窓枠の型 備考

44 長崎西山水源地 ⇒長崎西山水源地 14. 1 × 9 . 8 ① b

45 【屋敷】 ⇒諏訪公園の東屋 14. 2 × 9 . 7 ① b

46 中川カルルス 14. 1 × 9 . 7 ① b

47 茂木街道ヵ 14. 1 × 9 . 8 ① a

48 【川と鴨】 ⇒鳴滝ヵ 14. 1 × 9 . 7 ① a

49 富貴楼 14. 1 × 9 . 7 ① a

50 蛍茶屋 14. 2 × 9 . 7 ① a

51 【川と石橋】 ⇒一ノ瀬橋 14. 1 × 9 . 7 ① b

52 東濱町　二枝鼈甲店 13. 6 × 9 . 8 ① b

53 茂木立岩 9 . 0 × 6 . 0 ② d

54 中川カルルスの桜ヵ ⇒中川カルルスの桜 9 . 1 × 6 . 0 ② d

55 諏訪公園 9 . 1 × 6 . 0 ② d

56 交遊館 ⇒交親館 9 . 0 × 6 . 0 ② d

57 長崎貿易商集会所 9 . 0 × 6 . 0 ② d

58 長崎造船所 ⇒三菱長崎造船所第三船渠の修理船 9 . 1 × 6 . 0 ② d

59 大音寺 ⇒大音寺山門 9 . 1 × 6 . 0 ②　※�ただし「NAGASAKI」
なし、擦れたヵ c

60 長崎伝統の鯉のぼり 9 . 0 × 6 . 0 ② c

61 【海岸】 ⇒茂木海岸 2 9 . 0 × 6 . 0 ② c

62 【海岸】 ⇒茂木海岸 3 9 . 0 × 6 . 0 ② c

63 茂木桟橋 9 . 0 × 6 . 0 ② c

64 大浦天主堂 9 . 0 × 6 . 0 ② c

裏面ゴム印
①：長崎市本石灰町寫眞舘竹下佳行　電話五六九
②：Y.TAKESITA　竹下寫　NAGASAKI

アルバム台紙の窓枠の型
a：上縁が曲線の四角形大二枚分
b：楕円形大二枚分
c：上縁が曲線の四角形小六枚分
d：楕円形小六枚分
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1．諏訪神社の鳥居2．諏訪神社の旧中門3．諏訪神社の旧本殿4．諏訪神社例祭の傘鉾

5．諏訪神社例祭の太鼓山6．伊勢宮神社7．長崎高等商業学校8．長崎市立商業学校

9．勝山高等小学校10．長崎県立高等女学校11．若宮稲荷神社12．三菱長崎造船所第三船渠

《鼈甲製写真画帖》（献上帖）収録写真
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13．�三菱長崎造船所飽の浦�
中央発電所

14．三菱長崎造船所飽の浦工場15．梅香崎招魂社16．佐古招魂社

17．長崎税関18．長崎市役所19．�第二回関西九州府県連合
水産共進会会場　本館

20．�第二回関西九州府県連合
水産共進会場　特許館

21．若菜橋122．若菜橋223．茂木海岸と連絡船24．茂木街道の竹林
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26．滝の観音27．諏訪神社長坂28．松の森神社の石橋と鳥居

29．松の森神社参道30．若宮稲荷神社31．長崎測候所32．中川カルルスの桜

33．�第二回関西九州府県連合
水産共進会　遠景

34．東濱町　呉服屋藤瀬35．銭屋川と上野彦馬邸36．桃渓橋

25．茂木海岸1
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37．出師橋38．�長崎ホテルと香港上海銀行39．長崎郵便局40．梅香崎橋

41．丸山遊郭42．崇福寺三門（楼門）43．長崎本河内水源地44．長崎西山水源地

45．諏訪公園の東屋46．中川カルルス47．茂木街道ヵ48．鳴滝ヵ
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51．一ノ瀬橋52．東濱町　二枝鼈甲店

53．茂木立岩54．中川カルルスの桜55．諏訪公園56．交親館

57．長崎貿易商集会所58．�三菱長崎造船所第三船渠の
修理船

59．大音寺山門60．長崎伝統の鯉のぼり

49．富貴楼50．蛍茶屋
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61．茂木海岸262．茂木海岸363．茂木桟橋64．大浦天主堂


